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3人に1人がシニアとなる2030年問題に向かう着眼点

「不安と意欲」が混在
シニア女性の今を検証



総務省統計局の「人口推計」によれば、
2022年9月時点の総人口は１億2,475万
人。うち、65歳以上の人口が3,627万人
と、前年（3, 621万人）に比べ６万人増
加し、過去最多となった。このまま高齢
化が進めば、2030年には総人口の約3割
を高齢者が占めると予測されている。
こうした背景から、今回はシニアのニー
ズや動向を把握する調査と、シニアを親
に持つ子どもと2つの軸から調査を行っ
た。

1.調査背景・目的



■調査期間：2023年8月31日～9月7日

■調査方法：インターネット調査

■対象：65歳以上の親を持つ女性420人

■調査会社：株式会社ハー・ストーリィ

https://herstory.co.jp

■年代

■世帯年収

2.調査概要
65歳以上の親を持つ女性

■婚姻状況



■調査期間：2023年8月31日～9月7日

■調査方法：インターネット調査

■対象：65歳以上の女性69人

■調査会社：株式会社ハー・ストーリィ

https://herstory.co.jp

■年代

■世帯年収

2.調査概要

■婚姻状況

65歳以上のシニア



Q1. 「終活」をする意向はありますか？

Q2. 「終活」という言葉を知っていますか？

Q3.どういった理由で「終活」を行おうと思いますか？当てはまるものを全て教えてください。

Q4.ご自身の老いを受け止められますか？

Q5.どういった理由で老いに「向き合えていない」または「受け止められない」と思いますか？

Q6.親と一緒に取り組んでおかないと困るものに当てはまるものを全て教えてください。

Q7.現在、一緒に取り組んでいるものを全て教えてください。

Q8. 「人生の終わりに向けた準備」について、取り組めていない理由を教えてください。

Q9.ご自身の現在の健康状態として当てはまるものを教えてください

Q10.ご両親の健康状態として当てはまるものを教えてください。

Q11.親のために健康に良い商品やサービスを渡した（贈った）ことはありますか？

Q12.最近購入して良かった商品・サービスがあれば具体的に教えてください。（旅行やお出かけなどでも構いません。）

Q13.どんなときに親と会ったり、連絡を取ったりしますか？当てはまるものを全て教えてください。

Q14.利用しているSNSがあれば全て教えてください。当てはまるものを全て教えてください。

Q15.親とのコミュニケーション手段について当てはまるものを全て教えてください。

Q16.現在の楽しみは何ですか？当てはまるものを全て教えてください。

Q17.今後、学び直しをしたいと思いますか？

Q18.どのようなことを学び直したいと思いますか？当てはまるものを全て教えてください。

Q19.学び直しをしたいと思った理由として、当てはまるものを全て教えてください。

調査の主な質問項目

ターゲットや年代ごとの詳細な内容のローデータはこちら

https://www.herstoryshop.jp/research


キーワード

3人に1人がシニアの時代へ

拡大を続ける
シニアマーケット
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[HERSTORYREVIEW掲載]調査分析・解説

ターゲットや年代ごとの詳細な内容のローデータはこちら

https://www.herstoryshop.jp/research
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• 終活の必要性や重要性を理解していない人がいる
• 終活の具体的な内容や方法がわからない人がいる
• 終活に踏み切れない人がいる

■予想されるインサイト
• まだ元気なので終活を行う必要性はない
• 終活には資産整理、遺言書作成、葬儀準備などさま
ざまな内容があり、

• 一人でどう行えばいいのかわからない、不安
• 人生の終末期を準備するという、ネガティブなイ
メージを持っており、考えたくない

終活の必要性や重要性を理解していないシニアも

Q1. 「終活」をする意向はありますか？

＜施策の提案＞
・終活をすることで、自分の人生を振り返り、自分ら
しく生きるためのヒントが得られる重要性を伝える
・家族や友人と協力して行えるような共有アプリやタ
スク管理などの開発・終活に関するセミナーや講座の
開催、パンフレットやリーフレットを作成し啓蒙活動
を実施する
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• 知っているが9割。「終活」という言葉の認知度
は高い

• Q1 の結果から、認知度は高いものの、終活を実
際に行おうとする割合は低い

■予想されるインサイト
• まだ自分には縁のないこと、自分事ではない
• 漠然と知ってはいるものの、何をすればいいのか
わからない

知ってはいるものの、自分事ではない

Q2. 「終活」という言葉を知っていますか？

＜施策の提案＞

・終活に関する情報交換や相談を行えるイベ
ントを提供する
・終活に関する情報の発信を強化する
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• 終活の主な目的は、家族や周囲の人の負担
を減らすこと、自分の意思を尊重してもら
うこと、自分自身で納得のいく人生を送る
ことなど

■予想されるインサイト
• 迷惑はかけたくない反面、人生の終わ
• りについては向き合いたくない

終活の目的は「家族に迷惑をかけないため」

Q3.どういった理由で「終活」を行おうと思いますか？当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞
・自分自身や家族、周囲の人々のために、前
向きに取り組むべきものであると、社会全体
で理解を深めていく必要がある
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• 6割が老いを「受け止められる」と回答
• 老化を受け入れられない

■予想されるインサイト
• 老化はマイナスなこと
• まだまだ衰えていない。こんなはずで
はない

• 年をとっても社会的な役割を果たした
い

「老いに向き合えない」は4割

Q4.ご自身の老いを受け止められますか？

＜施策の提案＞
・老化に対する社会的な意識を高めるキャン
ペーンを実施する
・老いを学ぶための講座やイベントの開催
・ 生きがいづくりのための活動支援
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向き合えない理由は、「こんなはずでは」など

Q5.どういった理由で老いに「向き合えていない」または「受け止められない」と思いますか？
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•・人生の終わりに向けた準備の必要性や重要性に対す
る認識が不足している
•・人生の終わりに向けた準備をどのように進めればい
いのかわからない
•・人生の終わりに向けた準備に必要な時間が十分に確
保できない

困るとわかりつつ、終わりに向けた準備は後回しに

＜施策の提案＞

・親子の定期的な会話を促す
・ 親子で人生の終わりについて話し合うための機
会を提供する
・ 親子で人生の終わりに向けた準備を進めるため
のワークショップやプログラムを提供する

Q7.現在、一緒に取り組んでいるものを
全て教えてください。

Q6.親と一緒に取り組んでおかないと困るも
のに当てはまるものを全て教えてください。
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終活は一人で取り組むのが難しく、
取り組むハードルの高さあり

Q8. 「人生の終わりに向けた準備」について、取り組めていない理由を教えてください。
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自身の健康状態に子どもとの認識に差がある

Q9.ご自身の現在の健康状態として当て
はまるものを教えてください

＜施策の提案＞

・本人と子どもが定期的に健康状態につ
いて話し合える場や健康状態を共有でき
るアプリなどの開発

Q10.ご両親の健康状態として当てはま
るものを教えてください。

•・本人の健康状態の認識不足
•・子どもの健康状態の認識不
足
•・親と子どもの価値観の違い
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• 半数が「ない」と回答。親の健康に対する
関心や意識が低い

• 親の健康状態やニーズを把握しにくい
• 健康に良い商品やサービスの選択肢が少な
い

親の健康についての関心・意識低い可能性

Q11.親のために健康に良い商品やサービスを渡した（贈った）ことはありますか？

＜施策の提案＞
・親と子どものコミュニケーションを促進す
るツールの開発
・親の健康状態やニーズを定期的に確認でき
る商品やサービスの開発
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旅行と健康関連商品への関心が高い

Q12.最近購入して良かった商品・サービスがあれば具体的に教えてください。（旅行やお出かけなどでも

構いません。）
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• およそ6割近くの女性たちは用事がなくても
親とコミュニケーションを図っている

• コミュニケーションは取っているものの、
• 重要な内容などは伝えづらい可能性

約6割「特に用がなくても親に連絡する」

Q13.どんなときに親と会ったり、連絡を取ったりしますか？当てはまるものを全て教えてく

ださい。

＜施策の提案＞
・親子で食事や旅行などを楽しむための
機会を提供
・65歳以上にも操作がしやすいビデオ通話や
チャットなどのツールやサービスを提供
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• 8割がLINEを利用。 Instagramに関しても
およそ4割が利用

• スマートフォンの普及、ネット利用・活用
が進んでいる

65歳以上のLINEの利用が8割

Q14.利用しているSNSがあれば全て教えてください。当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞
・健康管理や介護支援などシニア層向け
のサービスを持ち合わせたSNSの開発・
提供
・ デジタル教室の開催や、SNSの使い方を
わかりやすく解説したコンテンツの提供
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• 乳・幼児期ママ層ではコミュニケーション手段としてLINE、
ビデオ通話、SNS上にアップした画像などにリアクションが
特徴的

• 子どもを介したコミュニケーションが図られていると予想
• 電話やLINEなどのコミュニケーションツールが主流となっ
ているが、高齢者によっては使いこなせないこともある

子どもを介したコミュニケーションが発生

Q15.親とのコミュニケーション手段について当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞
・高齢者が使いやすいコミュニケーション
ツールやサービスを開発
・子どもの成長記録を写真や動画で簡単に共
有できるアプリやサービスを提供する
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• シニアの楽しみは多様化している
• 旅行がトップにあるが、体力や健康状態に
よっては、楽しみを制限される可能性がある

楽しみが多様化している可能性
ターゲットにより訴求方法を検討

Q16.現在の楽しみは何ですか？当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞
・ バリアフリーな施設やサービスの提供
・ 高齢者が利用しやすい施設を整備する
・ アクティブに動く楽しみ方と、自宅などで
ゆっくりと過ごす需要があり、ターゲットに
より訴求方法を検討する必要がある
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• 「したい」が6割だが、4割は「したくな
い」

• やりたいことに対し、活発に取組む層と、
ゆっくりと時間を過ごしたい層がいる可能
性

• 学び直しに対する経済的負担、体力や時間
の制約がある

多様なライフスタイルに合わせた
プロモーションが必要

Q17.今後、学び直しをしたいと思いますか？るものを全て教えてください。

＜施策の提案＞

・ 多様なライフスタイルに合わせたプロ
モーションの開拓
・ オンライン講座など、学び直しをしや
すい環境を整備する
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• 幅広い分野に興味がある
• 海外旅行や留学に興味のある可能性
• 日常生活や社会活動において、パソコンや
インターネットの活用が必要

• シニア世代のパソコンやインターネットの
スキルが不足している

語学やインターネットなど幅広い分野に興味あり

Q18.どのようなことを学び直したいと思いますか？当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞

・ バリアフリーな施設やサービスの提供
・ 高齢者が利用しやすい施設を整備する
・ アクティブに動く楽しみ方と、自宅な
どでゆっくりと過ごす需要があり、ター
ゲットにより訴求方法を検討する必要が
ある
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• これまでの趣味をより深く楽しみたい
• 趣味に重きを置いている

■予想されるインサイト
• 新たなことに挑戦したり、新しい知識やス
キルを身につけたりすることで、人生をよ
り豊かにしたい

• 脳の老化を防ぎ、健康的な生活を送りたい

65歳以上は趣味をより深く楽しみたい

Q19.学び直しをしたいと思った理由として、当てはまるものを全て教えてください。

＜施策の提案＞

・ バリアフリーな施設やサービスの提供
・ 高齢者が利用しやすい施設を整備する
・ アクティブに動く楽しみ方と、自宅な
どでゆっくりと過ごす需要があり、ター
ゲットにより訴求方法を検討する必要が
ある
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[HERSTORYREVIEW未掲載]調査詳細

ターゲットや年代ごとの詳細な内容のローデータはこちら

https://www.herstoryshop.jp/research
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•子どもでは親と同居も近居もしていないが最多
•シニアの孤独や孤立のリスクがある

＜施策の提案＞
•親子間のコミュニケーションや助け合いを促進する施策を強化する
•シニアの地域コミュニティを活性化する

シニアの孤独や孤立のリスク対策を

Q.ご自身の子どもと同居、近居※していま
すか？※一時間以内で行き来できる場所

Q.自身・又は配偶者の親と同居、近居※していま
すか？※一時間以内で行き来できる場所
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• 9割が親の「老いを感じている」と回答
• 老いを感じているものの、健康への関心は
低い（ Q11健康に関する商品を贈った経験
について）

• 親の体調について、親本人とずれがある

親の老いについては感じているものの、
体調については認識が薄い可能性

Q.自分の親の老いを感じますか？

とても感じる

51.0%

やや感じる

41.5%

あまり感じない

4.4%

感じない  0.8%

分からない. 

2.3%

＜施策の提案＞
・親と子どものコミュニケーションを促進す
るツールの開発
・親の健康状態やニーズを定期的に確認でき
る商品やサービスの開発
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• 親の老いに向き合えているのはおよそ6割

■予想されるインサイト
• 親の老いは感じているものの、まだまだ元
気だろう

＜施策の提案＞
• 老いに対する理解や知識を深める
• 親の老いに向き合うイベントや機会を提供
し、今後の取り組み方や情報提供などのサ
ポートをする

4割「親の老いに向き合えない」

Q.自分の親の老いに向き合えていますか？

向き合えている

14.2%

やや向き合えている

44.0%

あまり向き合えてい

ない

34.5%

向き合えていない

7.3%
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•半数は受け止められると回答しているものの、残りは「わからない」、「受け止められない」
•親自身の方が、自分の老いを受け止めている

•＜施策の提案＞
•シニア（親）の健康や状態について子どもと理解を深めるためのツールなどの開発

親の老いは子どもの方が「受け止められない」と回答

Q.親の老いを受け止められますか？

受け止められ

る

51.0%受け止めら

れない

23.6%

分からない

25.4%

Q4.ご自身の老いを受け止
められますか？
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•1位「預・貯金をする」、2位特に準備はしていない

＜施策の提案＞
•将来的に可能性のある介護などについてのお金や準備のシミュレーションができるアプリなどの開発
•リスクを軽減させるためのサービスの開発

介護のための準備トップは預・貯金

Q.自身に介護が必要になったときのための準備として行っていることはありますか？

55.5%

15.2%

13.1%

10.7%

9.8%

6.0%

5.0%

1.9%

1.0%

33.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

預・貯金をする

公的介護保険制度について情報を集める

介護の手段や方法についての情報を集める

地域の人とのかかわりをもつ

民間保険会社の介護保険に加入する

老人ホームなど施設の情報収集や見学をする

リフォームなどの住宅面での工夫をする

財産の管理などに関して任意後見契約などを結ぶ

その他

特に準備はしていない
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• 「特に気を付けていることはない」はおよ
そ1割。9割は適度な運動、規則正しい生活、
健康診断など、自身の健康に気を付けてい
る

• アプリなどで日常的に健康を管理している
人は少ない

■予想されるインサイト
• できるだけ健康でありたい

＜施策の提案＞
• 継続的に健康状態を記録・管理できるアプ
リの開発

9割 健康に気を付けた活動を行っている

Q.ご自身が要介護者となるリスクを減らすために、実施しておきたい（している）対策はありますか？

当てはまるものを全て教えてください。

62.4%

60.7%

60.7%

58.3%

37.9%

26.0%

26.0%

10.0%

1.0%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

適度な運動

規則正しい生活

定期的な健康診断

栄養バランスを考えた食生活

がん検診の受診

脳ドック・人間ドックの受診

酒やタバコを控えている

アプリなどで健康管理

その他

特に気を付けていることはない
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女性トレンドの最新消費動向が毎月届く

1カ月ごとの定期購読

月

12カ月の契約定期購読

月
あたり

5,500円

4,500円

約15％
割引

詳細はこちらから

年 54,000円

https://www.shop.herstory.co.jp/review-list-new
https://www.shop.herstory.co.jp/review-list-new
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